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特にアポトーシス経路を調節する C1Pと抗酸化作用を有する PrxIについて検討した。 
 
（対象と方法） 











































著者は C1Pと Prx Iがシスプラチンによる内耳毒性保護に重要であることを明らかにしている。すな
わち、C1P はアポトーシス経路を調節し、Prx I は抗酸化システムに保護作用が起因していると考えて
いる。シスプラチン内耳毒性は様々な機序により惹起される。従って、どのようにシスプラチンが作用
するかを理解することにより、効果的な保護機序をより確立していくことができると思われる。 
平成 28 年 12 月 28 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
